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令和 5年 2月 17 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田県由利本荘市荒町塒台1-1

名 称 秋田しんせい農業協同組合

代表者 代表理事組合長 小松 忠彦

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ4年 1月 17日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

☐社会

☐環境

組合員への各種支援

・農業者へのソリューショ

ン提供力の強化

・事業利用者のくらしの安

定に貢献

・「あい作」の提案や生

産資材のWEB予約シ

ステムの導入、営農情

報 LINEの導入

1

3

8

☐経済

þ社会

☐環境

農業と食の理解者を

増やす

農業者（正組合員）と消費

者（准組合員）がお互いを

理解し合うコンテンツ作り

・新米直売会や支店での

直売会の開催

・地元産の米粉を使った

商品の開発・販売

4

11

17

☐経済

☐社会

þ環境

農業者の所得増大と

後継者の育成

・各品目の所得向上等にこ

だわった指導・支援を行う

・農業の担い手育成のため

の支援制度設置

・アスパラガスの半促成

栽培、採りっきり栽培

の提案

・農業者支援研修制度の

設置

・シャインマスカット

研修施設の設置

12

13

15

JA 秋田しんせいは、令和 2年度に SDGs 取り組み宣言を行い、令和 3年より始まった第 9次中期総合 3か年経営計画に

は SDGs の目標達成に貢献しているとの思いを込めて「農業・地域・ＪＡの持続可能性向上に挑む」を掲げている。

また、「農を通じて生命（いのち）の尊さを未来に伝える」という経営理念を持ち、将来もよい環境が続くように事業に取

り組むことが SDGs への貢献につながっていると考える。

貧困や飢餓、差別をなくすことは協同組合の相互扶助の精神と非常に近いものであり、SDGs はＪＡ理念と共通するもの

である。理念と事業への理解を深めてもらうことで多くの人を地域農業の応援団として位置づけたい。

秋田しんせい農業協同組合



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


